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７月は河川愛護月間です
～川が好き
　　　川にうつった
　　　　　　　空も好き～
　―平成21年度市内河川水質調査から―

　

市
で
は
、
毎
年
き
れ
い
な
水
辺
を
守

る
た
め
、
市
内
の
10
河
川
の
水
質
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、
年
６
回（
小

野
川
は
12
回
）
行
い
、
そ
の
平
均
値
で

そ
の
年
の
河
川
の
状
況
を
判
断
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
平
成
21
年
度
の
水
質

調
査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
し
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
河
川
の
汚
濁
状
況
を

判
断
す
る
た
め
、
環
境
基
準
を
設
け
て

い
て
、
こ
れ
が
河
川
の
水
質
保
全
対
策

の
目
標
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

牛
久
市
の
河
川
で
環
境
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
小
野
川
と
稲
荷
川

で
す
。
両
河
川
は
小
野
川
が
霞
ケ
浦
に
、

稲
荷
川
が
牛
久
沼
に
流
入
す
る
主
な
河

川
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
基
準

値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
の
汚
れ
の
度
合
い
を
表
す
指
標

は「
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
※
）」で
す
。

　

左
の
表
が
、
市
内
各
河
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

の
値
を
年
度
ご
と
に
比
較
し
た
も
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
の
値
か
ら
は
、

全
般
的
に
水
質
が
改
善
さ
れ
て
き
て
い

て
、
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
小

野
川
と
稲
荷
川
の
２
つ
の
河
川
に
つ
い

て
は
、
年
度
に
よ
っ
て
基
準
を
超
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
水
質

は
良
好
で
す
。

　

た
だ
し
、
昨
今
全
国
の
河
川
で
高
い

傾
向
に
あ
る「
大
腸
菌
群
数
」は
、
市
内

の
ど
の
河
川
も
高
い
傾
向
に
あ
り
、
中

で
も
本
年
度
の
調
査
で
は
、
結
束
川
の

大
腸
菌
群
数
が
極
め
て
高
い
値
を
示
し

た
こ
と
か
ら
、
現
在
原
因
を
特
定
す
る

た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
こ
れ
ら
の
河
川
の
状

況
を
常
に
監
視
し
て
い
た
だ
く
水
質
監

視
員
を
委
嘱
し
、
異
常
や
ご
み
の
不
法

投
棄
な
ど
を
監
視
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
水
質
監
視
員
は
活
動
の
際
、
腕

章
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
根
古
屋
川
を
き
れ
い
に

　

根
古
屋
川
は
、
東
み
ど
り
野
団
地
の

南
側
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
目
に
触
れ
、

Ｊ
Ｒ
の
軌
道
敷
や
国
道
６
号
の
下
を
通

り
、
牛
久
沼
に
注
ぐ
短
い
川
で
す
。

　

市
で
は
、
比
較
的
市
街
地
に
近
く
、

河
川
の
流
域
す
べ
て
が
牛
久
市
内
で
あ

る
こ
の
根
古
屋
川
を
市
内
河
川
の
水
質

浄
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
平
成
20
年

度
か
ら
水
質
浄
化
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

散
策
す
る
方
が
水
辺
に
近
づ
け
る
よ

う
、
川
の
右
岸
を
散
策
道
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会
と
連
携

し
、
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

も
６
月
11
日
に
１
回
目
の
草
刈
り
を
終

え
、
散
策
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も

最
適
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
周
辺
を
は
じ
め
と
し
て
市
内

全
域
で
、
水
質
浄
化
の
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
環
境
政
策
課
☎
内
線

１
５
６
３

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

　

微
生
物
が
水
中
の
汚
濁
物
質
を
分

解
す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
酸
素
の

量
。
汚
濁
が
進
ん
で
い
る
ほ
ど
、
分

解
に
必
要
な
酸
素
量
が
多
く
な
る
た

め
値
が
高
く
な
る
。

　毎年７月は河川愛護月間です。夏本番を前に身近な水辺を散策してみてはいかがでしょうか。
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私たちができる身近で効果的な水質浄化対策10カ条

①台所にはストレーナーか三角コーナーを置く。	 ⑥側溝などは定期的に清掃する。

②油は使い切るか廃油回収へ出す。	 ⑦河川にごみを捨てない。

③食器の汚れはふいてから洗う。	 ⑧肥料や農薬の使い過ぎに注意する。

④調理くずはたい肥化する。	 ⑨下水道に接続するか、合併浄化槽を設置する。

⑤おふろの残り湯は、掃除や洗濯など有効に使う。	 ⑩浄化槽は定期的に点検清掃する。

河川名 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 環境基準

刈谷川 3.2 2.1 2.4 2.9 1.6 -

稲荷川 - - 1.4 2.6 1.4 B 類型3.0

根古屋川 1.2 1.1 1.0 2.0 0.9 -

遠山川 1.5 0.7 1.4 2.6 1.0 -

柏田川 2.0 2.3 1.3 2.0 2.0 -

結束川 2.5 1.1 1.4 2.8 1.4 -

太田川 0.8 0.7 0.6 2.1 1.4 -

桂川 2.1 - 1.6 2.9 1.5 -

乙戸川 - 1.2 1.8 2.5 1.6 -

小野川（東猯穴） 1.8 2.5 2.3 3.1 2.2 A 類型2.0

小野川（小野川橋〔島田〕） 1.5 1.5 1.9 2.1 1.7 A 類型2.0

市内各河川の BOD 経年変化 単位：mg/ℓ

　

今
年
も
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
で
は
、
農
薬
の

安
全
か
つ
有
効
な
使
用
を
目
的
に
、
産
業

用
無
人（
ラ
ジ
コ
ン
）ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
薬
剤
の
水
田
空
中
散
布
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
安
全
、
安
心
な
良
質
米
生
産

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て

実
施
し
ま
す
が
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

は
注
意
事
項
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

日
程　

【
第
１
回
目
】
７
月
５
日（
月
）
か

ら
５
日
間
…
新
地
・
城
中
・
東
猯
穴
・

大
中
・
下
根
・
岡
見
・
結
束
地
区（
２

日
間
）、
小
坂
・
久
野
・
桂
・
井
ノ
岡
・

島
田
・
奥
原
地
区（
２
日
間
）、
予
備

日（
１
日
間
）、【
第
２
回
目
】
８
月
３
日

（
火
）
か
ら
７
日
間
…
新
地
・
城
中
地

区（
１
日
間
）、
東
猯
穴
・
大
中
・
下
根
・

岡
見
地
区（
２
日
間
）、
小
坂
・
久
野
・

桂
・
井
ノ
岡
・
島
田
・
奥
原
地
区（
２

日
間
）、
予
備
日（
２
日
間
）

散
布
予
定
時
間　

午
前
５
時
～
10
時
30
分
、

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分
ご
ろ

※
雨
天
、
強
風
な
ど
の
場
合
は
順
延
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
防
除
は
、
人
家
・
転
作
田
な
ど
を

外
し
安
全
な
方
法
で
行
い
ま
す
。

※
水
稲
の
生
育
状
況
に
よ
り
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

牛
久
市
水
田
薬
剤
空
中
散
布
に
つ
い
て

使
用
薬
剤　

【
１
回
目
】
ア
ミ
ス
タ
ー
エ

イ
ト
、【
２
回
目
】
ア
ミ
ス
タ
ー
エ
イ

ト
、
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤

※
薬
剤
は
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
病

害
菌
を
防
除
す
る
た
め
に
使
用
し
ま

す
。
上
記
の
薬
剤
は
、
国
が
定
め
た

農
薬
取
締
法
に
よ
り
品
質
と
安
全
性

を
厳
し
く
審
査
さ
れ
た
も
の
で
す
。

★
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
低
空
飛
行

（
田
面
か
ら
３
ｍ
～
４
ｍ
）で
散
布
し
ま

す
が
、
万
一
の
場
合
を
考
慮
し
次
の
点

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
散
布
中
は
、
散
布
地
域
に
立
ち
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
散
布
の
際
、
誤
っ
て
薬
剤
が
皮
膚
に

付
い
た
場
合
は
、
せ
っ
け
ん
で
よ
く

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
養
蜂
群
は
、
巣
箱
を
散
布
地
域
外
へ

移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

・
通
勤
・
通
学
な
ど
の
際
は
、
薬
剤
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
な
ど
に
薬
剤
が
か
か
っ
た
場
合

は
、速
や
か
に
水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
牛
久
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
☎
８
７
５
・
０
８

０
１
、
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
本
店
☎
０
２

９
７
・
62
・
２
０
６
６
、
市
農
業
政

策
課
☎
内
線
１
５
２
１
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